
 
２０２４年２月９日（金） 

（担任）佐藤寛子・佐々木麻美・大江由布子 

      

１．子どもたちの姿   
 １学期は、まだ園の生活に慣れずに戸惑いの多かった子どもたちだったが、お山（園庭高台）のビワとそれを
採るために力を発揮する年長児の姿が刺激になり、「なんだかおもしろそうだ」と心を動かし始めた。あれから、
柿、夏みかん･･･と、園庭の自然の恵みをたっぷり取り入れてきた。３学期になり、一人ひとり、自分のやりた
いことを見つけ、よく遊び、園を自分の場所、自分たちの場所として、安心して過ごし始めている。 
 友達との関わりでは、一緒が嬉しくてたまらなかった時期を経て、その違いに戸惑い、傷つくことも多い。し
かし、気持ちを立て直したり､切り替えたりするのも、友達との関わりの中であることが興味深い。年長児との
関わりも多く、憧れを抱きながら、「いつか自分たちも！」と大きくなることを楽しみにしている。 
  
２．子どもへの願い （かかわりの視点から） 
＊自分とのかかわり ～思い切り身体を動かして遊び、気持ちよさや充実感を味わう～ 
 寒い日でも、思い切り動いたり走ったりする気持ちよさ、体を動かすと、かじかんだ手も足も、身体の内側か
らぽかぽかと暖まってくる感覚を充分に味わって欲しい。また、自分で上着を着たり、必要な時には着替えた
りなど、調節しながら遊ぶことも伝えていきたい。 

 
＊人とのかかわり ～友達と関わる中で、自分の気持ちを素直に表現したり、相手の思いに気づいたりする～ 
嬉しい気持ちを共有し、困っている時には助け合えるような子どもたち同士の関わりを広げていって欲しい。 
感じていること､考えていることを､自分の言葉で表現し、互いに感じ取り、受けとめあえる雰囲気をつくって
いきたい。 

 
＊もの・こととのかかわり ～みんなで気持ちよく生活できるよう、ものの扱いを考えたり、場を整えたりする～ 
 自分のものも、みんなのものも大切だと感じる気持ちをもってほしい。 
みんなで気持ちよく生活するためには、どうしたらよいか、子どもたちと一緒に考えていきたい。 

 
３．本日の流れ 

時間 幼児の活動 留意点・手だて 

9:00 

～9:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:40 

 

 

 

11:05 

 

11:15 

登園 

挨拶・手洗い 

好きな遊びをする 

＜園庭＞ 

砂場・固定遊具・ドロケイ・

ラグビー・マラソン・竹馬・

長縄跳び など 

＜保育室・廊下＞ 

ままごと・電車・積み木 

描画・製作・ごっこ遊び・ 

コマ回しなど 

  

 

 

 

 

 

 

 

片付け 

トイレ・手洗い・水を飲む 

帰る支度 ※外靴持ち帰り 

 

集まり 

手遊び・絵本など 

降園 

・一人ひとりと挨拶を交わし、体調や様子を受けとめながら、身

支度や手洗いを促す。 

・やりたいことに自分から取り組んでいかれるように環境を整え、

援助する。 

・ドロケイやラグビーなど、思い切り身体を動かして遊べるよう、

紅白帽やビブスなど必要な物を用意し、教師も一緒に楽しむ。 

・縄跳びや竹馬は、他の遊びとの兼ね合いや、子どもの動きに配

慮して、場を選び、安全に楽しめるようにする。 

・ごっこ遊びでは、友達同士でイメージを共有しながら、ものを

用意したり、場を作ったりできるよう援助する。 

・友達と関わる中で、思いがすれ違う時には、それぞれの主張を

受けとめながら、相手の思いにも気づけるように関わる。 

・製作等では、必要な素材や道具を一緒に考え、イメージを形に

できるように支える。また、ものを大切に扱えるように、適宜

声をかけていく。 

・遊びが見つからずにいたり、乗り切れずにいるような時には、

動き出せるよう、場やものを用意し、支える。 

・他学年との自然な関わりを大切にし、４歳児なりに挑戦したり、

やりとりしたりできるように援助する。 

・子どもたちなりに遊びに区切りをつけられるよう、見通しを持

った投げかけを工夫し、教師も一緒に片付けの雰囲気をつくる。 

・身支度を整え、一人ひとりが帰る気持ちに向かえるようにする。 

・集まりでは、子どもたちが楽しいひと時を共有し、みんなとの

つながりが感じられるようにする。 

 

・翌週を楽しみに､落ち着いて挨拶をする。 

４歳児  林の組・池の組 
     (28名)  (29名) 

保育研究シート 
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